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デビューした “Love Me Do” (1962) から最後のアルバムLet It Be (1970) までの公
式発表されたものとする．音源は，いわゆる『リマスター版』(2009) (ステレオCD，
英国版)1 とした．






1 英国版には「歌詞」は付いていない．ただし，Sgt. Pepper’s Lonely Hearts Club Band, 











子音 /r/ は /ɚ/ と同じであいまい母音の「ア」に聞こえる．カタカナでできるだけ再現
すれば，doorのアメリカ発音は「ドゥア，ドーア」となる．日本語で一般的な「ドア」
とは少し異なるものの日本人が聞いても違和感はない．
　イギリスの発音はどうかというと，Jones (1988) では，/dɔː*, dɔǝ*/2 (最初のものが
優勢)で，カタカナでできるだけ再現すれば，doorのイギリス発音は「ドー，ドア」と
なり，日本語で一般的な「ドア」は2番目の発音に近く，「ドー」の方は日本語にはない．
　イギリスの2番目の /ɔǝ/ の母音は，Jones (1988: xxxi) の母音一覧表には現れず，
一覧表の下に次の注が付けられている：
Note:   ɔǝ also occurs as a variant of ɔː (as in ‘four’ ) or of ʊǝ as in ‘poor’ ); 
* indicates a possible r-link before a following vowel.
つまり，/ɔː/ が一般的発音で /ɔǝ/ は「変異発音」となる．
　また，次のようにも言う(Jones (1988: xviii))：
(j) The form /ɔǝ/ is retained as a variant for /ɔː/ in such words as ‘pour, score’ 
and for /ʊǝ/ (or /ɔː/) in ‘poor, sure’. Some RP speakers still use /ɔǝ/ to 
distinguish, for instance, ‘pour’ from ‘paw’ (/pɔǝ, pɔː/), but this usage seems 
to be becoming increasingly rare.
そして，Jones (1988: xv) の母音の四辺形を用いた母音表では /ɔǝ/ はカッコつきとな
っている (図1-1)：
2 語尾の母音の後の /*/ は母音が後続するときr連結を起こして，続けて発音される場合があ
るという記号．次の引用を参照．Jones (1997) からは /dɔːr/ と上付きrで表現されている．本
稿では煩雑さを避けるため，以後 /*/, / r/ は用いない．
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(図1-1)
　ところが，Jones (1997: ix) では，/ɔǝ/ はこの図から完全に消え，二重母音は /iǝ, 
eǝ, ʊǝ/ の3つだけである (図1-2)：
(図1-2)
　なお，アメリカ発音では， /iǝ, eǝ, ʊǝ/ は二重母音ではなく，/ir, er, ʊr/ と表記され，「単





















“Fixing a Hole” や “The Long and Winding Road” にdoorが現れる．そのほかの語
でこの母音で発音されているものは，anymore「エニモー」(“I Need You”), before「ビ
フォー」(The Night Before), for「フォー」(“Another Girl”), sixty-fourのfour「フォー」
(“When I’m Sixty-four”), more「モー」(When I Get Home), store「ストー」(“Ob-
La-Di, Ob-La-Da”) などがある．
2.  Sureの母音
　Kenyon-Knott (1953) の米国発音では，このsureの発音は /ʃʊr/ であり「シュア」
と聞こえる．
　この語は，Jones (1997) では /ʃʊǝ, ʃɔː/「シュア，ショー」の順であるが，Jones (2011) 
では /ʃɔː, ʃʊǝ/「ショー，シュア」と順序が入れ替わっている．この語の母音について，
Jones (1997: ix) はすでに次のように述べている：
(e) Among the diphthongs, there seems to be a progressive decline in the use 
of /ʊǝ/, with /ɔː/ taking its place (e.g. the pronunciation of the word ‘poor’ as 
/pɔː/ is increasingly common.) 
英国の標準発音から /ɔǝ/ が消え4 ，/ʊǝ/ も消えかけていて，/ɔː/ にまとまろうとして
いるようだ．
　ビートルズの発音であるが，sureはやはり /ʃɔː/ 「ショー」と発音されている．例えば， 
“Misery” に
I’ve lost her now for sure 
という1行があり，行末のsureは /ʃɔː/ である．次の行は
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insecure /-kjʊǝ/「キュア」 → /-kjɔː/「キョー」
before /-fɔǝ/  「フォア」 → /-fɔː/  「フォー」
また，“Help!” には，語尾の子音が異なり，不完全な韻ではあるが，次のものもある：
assured /-ʃʊǝd/ → /ʃɔːd/
doors /dɔǝz/ → /dɔːz/
　ほかに，wore「ヲー」とsure「ショー」(“Yes It Is”) やbefore「ビフォー」とsure「シ
ョー」(“A Day in the Life”) でもこの押韻が見受けられる．
3.  “Magical Mystery Tour”:  tourの発音
　前節で述べた通りであれば，tour /tʊǝ/ は /tɔː/「トー」と発音されるはずであるが，







4.  “I’m a Loser”:  不定冠詞aの発音
　不定冠詞aの発音は2つあり，強形の /ei/ と弱形の /ǝ/ である．通常，私たちは弱
形の /ǝ/ で発音し，またそれを耳にする．
　“I’m a Loser” では，この2つの発音が両方聞かれる．歌詞の繰り返しの “I’m a 
loser” の “a” だけが通常の弱形 /ǝ/ で発音され，それ以外の不定冠詞 “a” はすべて
強形の /ei/ で歌われている：
第1連3行目





Although I laugh and I act like a clown
Beneath this mask I am wearing a frown
第3連1行目と3行目
What have I done to deserve6 such a fate?
And so it’s true, pride comes before a fall
5.  “I can’ t hide”:  聞き間違い






He [Bob Dylan] had apparently misheard a line in their song “I Want to Hold 
Your Hand”: where they [the Beatles] sang, “I can’t hide,” he had heard, “I 
get high,” and had assumed they were seasoned drug users. (Boyd (2007: 73))
　ボブ・ディランと筆者を並べるのはおこがましい限りであるが，ここは英語話者も
このフレーズを聞き間違えていたという例として扱いたい．
　さて，聞き間違いの I get highと「アゲハ」の共通点は何であろう．can’tの語頭子
音の /k/ が有声音 /g/ に聞こえている．日本語もkがgに聞こえている．英語の有声
音と日本語の濁音は一致しないかもしれないが，ここでは日本語はローマ字表記で
考える．次に母音 /æ/ が /e/ に聞こえている．日本語には /æ/ は存在せず近い音のe
が聞こえている．hideは語尾の子音が消失している．/haid/ → /hai/ である．日本語
話者の方は，やはり語尾の子音が聞こえず，母音も二重母音の第1要素のみが聞こえ
6 The Beatles Lyrics.  ではdeservesとあるが，明らかに誤植である．
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ている．表にすると，
 I can’t hide
実際の発音 ai kænt haid
ある英語話者 ai get hai









から /k/ と聞こえるはずであるが，弱く発音されれば， /g/ に聞こえる可能性がある． 
「 /g/ に聞こえる」という表現は，「有声音になったわけではなく，/k/ の異音」という
意味である．
　“I can’t hide” では，否定のcan’tは通常強く発音されるが，ここは三人のコーラス
となっていて微妙にずれがあり弱く聞こえているのではないかと考えられる．ゆえに 
/k/ が軟音となり，有声音の /g/ のように聞こえる環境ができる．
　次に，母音の /æ/ は /e/ に近く，次の /nt/ は歯茎音の連続で，最初の歯茎音 /n/ は
舌が歯茎から離れないので，/t/ の方だけが聞こえている．ゆえに，ある英語話者に
はcan’tがgetと聞こえている．日本語話者の少年にとって，語尾の /t/ は無声閉鎖音












　このような特に歌の聞き間違いをいうのに英語にはmondegreen / mɒndǝgriːn/ 
(英),  /mandǝ grin/ (米)7 という語がある．通常の辞書には載っていないが，OED
とAHDには記載されている．OEDの定義を次に引用する：
A misunderstood word or phrase resulting from a mishearing, esp. of the 
lyrics to a song.
6.  “Can’ t Buy Me Love”
　前節ではcan’tの母音は /æ/ であるということで進めてきたが，英国発音と米国発
音でこの語の母音が異なることは有名である．英国発音の母音は /aː/ で「カーント」
と聞こえ，米国発音では /æ/ で「キャント」と聞こえる8 ．この二つはかなり印象が異
なる．ビートルズは /æ/ で発音して「キャント」である．
　一番わかりやすい例が，この “Can’t Buy Me Love” である．出だしで繰り返され
る “Can’t buy me love” は両方とも /æ/ であり，各連最終行の “Money can’t buy me 
love”，第3連の “That money just can’t buy” も /æ/ である9 ．
　その他，例えば，次の例が見受けられる．
“You Can’t Do That”
Oh, you can’t do that
“Ask Me Why”
I can’t believe it’s happened to me
I can’t conceive of any more misery
7 発音表記はOEDのもの．Jonesとは若干異なる．
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“I Should Have Known Better”
Can’t you see, can’t you see?
“She Loves You”
And you know that can’t be bad
7.  “What You’re Doing”
　英語のwhatは，Jones (1988) では /wɒt/「ヲット」が最初に挙げられ次に /hw-/ が
挙げられている．Jones (2011) では，英音 /hwɒt/ で，米音は /hwʌt, hwaːt/ とある．
語頭の子音は，Kenyon-Knott (1953) では，強勢のある場合はすべて /hw/ としてい
る．この歌のwhatは「ワット」と聞こえ，/h/ を発音しない米音の /wʌt, waːt / のよう
に聞こえる．このwhatは例えば次の歌に現れる： “I Saw Her Standing There”, “She 
Loves You”, “Hold Me Tight”, “Another Girl”, “You’re Going to Lose That Girl”, 
“Tell Me What You See”, “We Can Work It Out”.
　また，ビートルズはwho /huː/ 以外のwh-語 (what, when, where, which, why) の
語頭子音は /h/ を発音せず，/w/ のみである．例：when (“A Hard Day’s Night”), 






Mystery Tour” のtourは /ʊǝ/ → /ɔː/ ではなく，雰囲気を出すために強いて古い形の 
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